
平成™™年˜˜月™™日 月曜日 第œ››™号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
三
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
天
塩
郡

遠
別
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
北
海
道
庁
及

び
遠
別
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
三
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
児
島
県
鹿
屋

市
串
良
町
細
山
田
字
夏
迫
三
〇
五
一
の
二
（
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）、
三
〇
五
二
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
鹿
児
島
県
庁

及
び
鹿
屋
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
四
十
三
号

輸
入
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
四
百
十
四

号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
一
年

通
商
産
業
省
告
示
第
百
七
十
号
（
輸
入
割
当
て
を
受
け
る

べ
き
貨
物
の
品
目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の

原
産
地
又
は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
の
公
表
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

大
畠

章
宏

三
の
９
の
_
の
ハ
中
「
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
」
を
「
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
」
に
改
め
る
。

三
の
９
の
_
の
ニ
中
「
バ
ハ
マ
」
の
下
に
「
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら

施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
四
十
四
号

特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
四
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
規
制
年
度
に
お

け
る
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
議
定
書
附
属
書
Ｂ
の
グ
ル
ー
プ
Ô
、
附
属
書
Ｃ
の

グ
ル
ー
プ
Ò
及
び
附
属
書
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ
Ò
に
属
す
る
物

質
の
製
造
数
量
に
係
る
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
の
告
示
す

る
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

大
畠

章
宏

特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す

る
法
律
第
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間

は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
二

年
十
二
月
三
日
ま
で
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
七
十
四
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

木
曽
滝
谷

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接
す

る
河
川
及
び
道
路
の
内
そ
の
接
し
て
い
る
区
間
の
河

川
敷
及
び
道
路
敷

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
大
字
木
曽

字
谷
田

二
二
〇
番

二
二
三
番
か
ら
二
三
六
番
ま
で

二
三
六
番
一

二
三
七
番

字
上
野

五
八
六
番

字
瀧
谷

五
五
六
番

五
五
六
番
一

五
五
七
番
及
び
五
五
八
番

五
五
八
番
一
及
び
五
五
八
番
二

五
五
九
番
及
び
五
六
〇
番

五
六
一
番
一
及
び
五
六
一
番
二

五
六
二
番
及
び
五
六
三
番

五
七
〇
番
及
び
五
七
一
番

五
七
四
番

五
七
六
番

五
七
八
番

五
八
〇
番
二
及
び
五
八
〇
番
三

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
七
十
五
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

城
丸
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接
す

る
河
川
及
び
道
路
の
う
ち
そ
の
接
し
て
い
る
区
間
の

河
川
敷
及
び
道
路
敷
（
大
正
七
年
内
務
省
告
示
第
三

十
九
号
で
指
定
し
た
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

兵
庫
県
宝
塚
市

平
井
山
荘

五
八
番
三

五
九
番
二

六
一
番
二

平
井
三
丁
目

一
八
二
番
一
四

一
八
四
番
一
及
び
一
八
四
番
二

一
八
五
番

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
七
十
六
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

神
谷
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

兵
庫
県
朝
来
市
佐
嚢
字
カ
ン
ダ
ニ

一
五
〇
番

一
号
か
ら
六
号
ま
で

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
九
号

独
立
行
政
法
人
通
則
法（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）

第
四
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政

法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
が
政
府
出
資
等
に

係
る
不
要
財
産
を
譲
渡
し
た
と
き
に
国
庫
に
納
付
す
べ
き

金
額
を
算
定
す
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
独
立
行
政

法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年

法
律
第
三
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
十
一

月
二
十
七
日
）
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構

が
政
府
出
資
等
に
係
る
不
要
財
産
を
譲
渡
し
た
と

き
に
国
庫
に
納
付
す
べ
き
金
額
を
算
定
す
る
基
準

独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理

機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）が
防
衛
大
臣
の
認
可
を

受
け
て
政
府
出
資
等
に
係
る
不
要
財
産
（
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
政
府
出
資
等
に
係
る
不
要
財
産
を
い
い
、
金
銭

を
除
く
。）を
譲
渡
し
た
と
き
に
国
庫
に
納
付
す
べ
き
金
額

は
、
当
該
譲
渡
に
よ
り
生
じ
た
収
入
の
額
（
当
該
財
産
の

帳
簿
価
額
を
超
え
る
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
額
を
除

く
。）か
ら
機
構
が
当
該
譲
渡
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち

防
衛
大
臣
が
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日

四
国
地
方
整
備
局
長

足
立

敏
之

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

五
十
六
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

宿
毛
市
平
田
町
戸
内
字
東
師
ˆ
瀬
一
六
六
八
番
一
か
ら
同
市

平
田
町
戸
内
字
鼠
ヶ
鼻
一
〇
一
二
番
三
地
先
ま
で

前後

八
・
三
四
〜
二
二
・
三
八

八
・
五
二
〜
二
四
・
九
七

〇
・
四
九
四

〇
・
四
九
四

a

図
面
縦
覧
場
所

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
中
村
河
川
国
道
事
務
所

œ


		2010-11-21T14:42:45+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




